平成１９年度　第２回登米市環境教育指導者研修会
（環境教育リーダー育成講座）実施要領
１　趣　旨
現在の環境をめぐる問題は、身近なゴミ問題から二酸化炭素の増加による地球温暖化といった地球規模での問題が数多くあり、将来の人類生存に向け深刻な問題であります。

今後、世界規模から地域の環境問題までを解決するには、法的規則の強化や化学技術の力による方法も重要であるが、環境教育の中から環境に対しての豊かな感受性や見識を持つ人づくりこそが最も大切であると考える。

そこで各分野で活躍が期待される環境教育指導者（教員、市職員等）や地域住民（一般市民）の環境保護に対する心の醸成を図り、持続可能な社会の構築を目指すことを目的として、環境教育指導者育成の研修会を実施する。

２　主　催　登米市（市民生活部・教育委員会）、宮城教育大学
３　受講対象者
　・登米市内の教職員（幼稚園、小学校、中学校）
　・登米市職員（保育所、児童館、教育事務所及び公民館職員、総合支所環境担当者）
　・一般で希望される方
４　日時及び場所
　日時：平成２０年２月８日（金）　午後３時００分～午後５時００分まで
　場所：登米市迫公民館２階　軽運動場（登米市迫町佐沼字中江２－６－１）
６　研修内容
　※家庭で実践できる温暖化対策の紹介や自然体験学習を通じて、子ども達と

　　コミュニケーションを深める手法を学ぶ。

①『地球温暖化防止について家庭で出来ること～』
　　　　　東北放送株式会社　気象予報士　斎藤恭紀
②『子どもと遊ぼう！自然体験学習のすすめ方』
　　　　　宮城教育大学（宮城教育大学附属環境教育実践研究センター）
７　その他
　※教職員、一般参加者を含め、環境教育指導者としての登録希望者を募集する。

　　登録者を環境教育リーダーとし、情報の共有、環境に関するボランティア活動

　　に際しての要請等を行う。







